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ソーラーシェアリングの

落合農園だより －その６－ ２０２０，２，２４

◆落合農園の紹介
農地の上にソーラーパネルを設置し、発電と営農を分かち合う (シェア

する )厚木市初のソーラーシェアリングの農園です。一般社団法人あつぎ あつぎ市民発電所オリジナルキャラ

市民発電所とともに、農業振興と再生可能エネルギーの普及を目指しま ひまりんちゃん

す。無農薬で化学肥料も最小限 (いずれは不使用も )という安心安全な農産物を栽培します。皆様ぜ

ひお買い求めください！農園のご参観も大歓迎です！

農園主 落合清春 ０８０－５０９１－8８４４ メール koshun@live.jp

場 所 厚木市飯山８８５－１

県道厚木清川線 バス停「ゴルフ場入口」から厚木方面に戻り、徒歩１分 右側

◆トピックス

●津久井島村農園訪問記

２／６（木）午後、旧津久井町（現相模原市緑区）の津久井島村農園を訪問しました。

あつぎ市民発電所会員の本間紀子さん (伊勢原在住）も同行されました。同農園では、園

主の島村正史さんによって１０年間自然栽培が継続しています。自然栽培とは、「太陽、

水など自然の力だけを頼りに、土の中の微生物・バクテリアの働きによって、土や大気中

にある窒素、リン酸などを栄養として取り込んで、米や野菜や果樹などを育てる栽培方法

であり、農薬だけでなく、化学肥料・有機肥料も使わず、自然から授かったいのちの営み

を、人のいのちに素直につなぐ農法」です（自然栽培パーティのＨＰより抄出）。

島村さんがもっとも力説されていたのは、「きれいな土をつくる、それによって体に良

い安心な農作物をつくる」ということでした。そのため、農地には農薬はおろか、普通よ

く使われている牛糞堆肥や化学肥料も一切使わず、ヘアリーベッチやエン麦を使って、土

壌改良を図り、野菜の植物としての本来の力を引き出すという農業

を展開しています（津久井島村農園の写真参照。「ヘアリーベッチ

に覆われた農地」「いただいたルッコラ、ワサビ菜：柔らかく味が

濃かったです」）。

さらにありがたいことに、島村さんには、お忙しい中、２ /１０

に落合農園に来ていただき、実地指導もしていただきました。

自然との共生を図りつつ収量も安定させたい、こ

れがソーラーシェアリングに当たっての目標です。

今後も多くの実践家に学びたいと思います。

※落合農園だよりは、少し時間差が出ますが、あつ

ぎ市民発電所のＨＰでもご覧いただけます。

ソーラー君
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